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二
十
世
紀
の
中
国
農
村
で
は
、
農
村
の
衛
生
改
良
は
、
農
村

社
会
の
近
代
化
を
担
う
極
め
て
重
要
な
領
域
で
あ
り
続
け
た
。

中
華
民
国
期
二
九
一
二
’
一
九
四
九
）
、
中
国
農
村
の
代
表
的

改
良
運
動
と
し
て
知
ら
れ
る
平
民
教
育
運
動
に
お
い
て
も
、
農

民
の
衛
生
意
識
・
行
動
の
改
良
は
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ

こ
で
行
わ
れ
た
様
々
な
取
り
組
み
は
、
中
華
人
民
共
和
国
（
一

九
四
九
ｌ
）
の
農
村
衛
生
工
作
に
、
名
称
は
変
化
し
な
が
ら
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
。
平
民
教
育
運
動
と
は
五
・
四
運
動

（
一
九
一
九
）
の
時
期
に
流
行
し
た
郷
村
建
設
運
動
を
支
え
る
教

育
思
潮
で
あ
る
。
農
民
に
対
し
教
育
・
文
化
を
普
及
さ
せ
生
活

の
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
当
時
の
疲
弊
し
続
け
る
中
国
農
村
を

救
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
幾
つ
か

75

近
代
期
の
中
国
に
お
け
る
平
民
教
育
運
動

Ｉ
定
県
実
験
区
に
お
け
る
農
民
教
育
と
衛
生
Ｉ

三
橋
か
ほ
り

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
健
康
社
会
学
教
室

の
平
民
教
育
実
験
区
を
生
み
だ
し
、
特
に
河
北
省
定
県
の
実
験

区
は
そ
の
規
模
と
経
験
に
お
い
て
最
良
例
と
さ
れ
て
い
る
。

定
県
実
験
区
を
創
始
し
た
晏
陽
初
は
、
一
九
二
六
年
の
事
前

調
査
を
皮
切
り
に
、
一
九
二
九
年
に
は
定
県
を
実
験
県
と
し
て

選
定
し
、
一
九
三
○
年
以
後
、
当
該
地
区
に
お
け
る
教
育
実
験

を
展
開
し
た
。
こ
の
教
育
実
験
の
内
容
は
文
芸
、
生
計
、
公
民
、

衛
生
の
四
大
教
育
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
各
教
育
を
通
じ
て
、
農

村
の
発
展
を
阻
害
す
る
問
題
点
と
診
断
さ
れ
た
「
愚
・
窮
・

弱
・
私
」
の
改
善
が
目
指
さ
れ
た
。
う
ち
、
衛
生
教
育
に
つ
い

て
は
、
一
九
二
八
年
、
晏
陽
初
と
北
京
協
和
医
学
院
公
衆
衛
生

科
主
任
の
蘭
安
生
と
の
協
力
の
下
、
実
施
さ
れ
た
。
蘭
安
生
は

眺
尋
源
を
定
県
実
験
区
に
派
遣
し
、
衛
生
部
門
の
工
作
を
主
管

さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
中
国
の
高
等
医
学
教
育
機
関
に
よ
る
農
村

の
公
衆
衛
生
の
教
学
基
地
の
始
ま
り
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
に

は
、
挑
尋
源
の
後
任
で
あ
る
陳
志
潜
が
中
華
平
民
教
育
促
進
会

（
平
教
会
）
の
衛
生
教
育
部
主
任
を
兼
任
し
、
一
九
三
二
年
、
平

教
会
の
社
会
調
査
部
門
と
共
同
で
衛
生
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
定
県
に
お
け
る
病
死
者
の
三
○
％
が
医
者
や
薬
等

の
医
療
に
与
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
県
内
の
約
半
数
の
村
に
は
村
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医
が
存
在
せ
ず
、
残
存
す
る
村
医
に
つ
い
て
も
正
規
の
医
学
訓

練
を
受
け
て
い
な
い
と
い
っ
た
医
療
資
源
の
深
刻
な
欠
乏
状
況
、

さ
ら
に
、
平
均
死
亡
率
は
三
五
％
前
後
、
乳
児
死
亡
率
は
二
○

○
跣
で
あ
り
、
伝
染
病
流
行
が
椙
慨
を
極
め
る
現
状
が
指
摘
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
劣
悪
な
衛
生
状
況
に
対
し
て
、
農
村
の
基
層

（
村
・
区
・
県
）
に
体
系
化
し
た
衛
生
業
務
の
連
携
と
協
力
の
シ

ス
テ
ム
を
建
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
農
民
に
基
本
的
な
衛
生
を

提
供
す
る
こ
と
が
提
議
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
中
国
に
お
け
る
県

を
単
位
と
し
た
保
健
制
度
の
創
始
と
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
か

ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
構
築
さ
れ
た
こ
の
保
健
制
度
は
、
保

健
員
・
区
保
健
所
・
県
保
健
院
の
三
レ
ベ
ル
に
よ
り
成
り
立
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
の
中
で
医
療
・
予
防
・
母
子
保
健

の
各
業
務
が
展
開
さ
れ
た
。
保
健
制
度
の
第
一
レ
ベ
ル
を
担
う

保
健
員
は
、
①
衛
生
知
識
の
宣
伝
と
教
育
（
衛
生
常
識
・
産
児

制
限
知
識
等
）
、
②
出
生
死
亡
の
届
出
、
③
予
防
接
種
と
井
戸
管

理
、
④
一
○
種
の
常
用
薬
の
保
管
、
⑤
常
見
的
な
疾
病
の
救
急

治
療
、
⑥
病
人
の
転
送
等
の
村
の
衛
生
業
務
を
主
管
し
た
。
第

二
レ
ベ
ル
と
し
て
の
区
保
健
所
で
は
、
①
村
保
健
員
の
業
務
指

導
と
監
督
、
②
外
来
診
療
、
③
学
校
衛
生
と
衛
生
教
育
（
産
児

制
限
指
導
を
含
む
）
、
④
急
性
伝
染
病
の
予
防
、
⑤
病
人
の
転
送

等
、
区
域
の
衛
生
業
務
が
主
管
さ
れ
た
。
第
三
レ
ベ
ル
と
し
て

の
県
全
体
に
お
け
る
衛
生
業
務
を
統
括
す
る
県
保
健
院
で
は
、

①
衛
生
行
政
・
衛
生
業
務
計
画
、
②
衛
生
教
育
、
③
衛
生
従
事

者
の
訓
練
、
④
病
人
治
療
、
⑤
伝
染
病
予
防
と
研
究
、
⑥
産
児

制
限
薬
の
調
合
・
指
導
員
、
等
の
業
務
指
導
と
管
理
を
行
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
旧
来
の
産
婆
に
対
し
新
式
助
産
法
の
訓
練
が
平
教

会
衛
生
教
育
部
に
よ
り
、
王
管
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
定
県
の
保
健
制
度
は
、
農
民
の
衛
生
状
況
に

つ
い
て
大
き
な
改
善
を
も
た
ら
し
、
当
時
の
国
内
外
の
公
衆
衛

生
学
者
の
賞
賛
を
得
た
。
後
に
成
立
す
る
南
京
国
民
政
府
の
衛

生
署
は
、
定
県
の
保
健
制
度
を
参
照
す
る
か
た
ち
で
、
県
、
郷

鎮
、
保
（
村
）
の
各
行
政
レ
ベ
ル
に
衛
生
院
、
衛
生
所
、
衛
生

員
を
各
々
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
中
華
民
国
の
農
村
基
本

衛
生
シ
ス
テ
ム
と
し
て
普
及
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。


